
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

地
球
温
暖
化 

待
っ
た
な
し
！

	

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

―
― 

特
集

６	

秋
の
叙
勲 

受
章
者
の
ご
紹
介

７	

町
功
労
者
表
彰
の
ご
紹
介

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

12	

ま
ち
の
情
報

18	

人
事
行
政
の
運
営
状
況

21	

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

24	

平
成
26
年
度
上
半
期
財
政
状
況

25	

平
成
26
年
度
上
半
期
水
道
事
業
会
計
の
業
務
状
況

26	

ほ
け
ん
だ
よ
り

28	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 4

12
No. 591

いかるが

みんなで　環境に
やさしいまちへ！
～ エコフェスタ 

２０１４斑鳩 ～

「緑のカーテンコンテスト表彰式」

「くりかえし使ってくれて　ありがとうき（陶器）市」「大和川博士講座」
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左
の
円
グ
ラ
フ
は
、
家
庭
の
ど
こ
か
ら

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
る
か
を
調

査
し
た
も
の
で
す
。夏
の
冷
房
に
比
べ
て
、

冬
の
暖
房
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
約
５
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

身
近
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
の
積
み
重

ね
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
「
節
エ
ネ
」
で
快
適
な
冬

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
時
の
室
温
は
20
℃
を
目
安
に

　

重
ね
着
な
ど
で
一
枚
プ
ラ
ス
す
る
だ
け

で
体
感
温
度
は
２
度
近
く
あ
が
り
ま
す
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
人
の
い
る
部
分
だ
け

を
温
め
る
な
ど
効
率
よ
く
使
う
と
節
電
に

も
な
り
ま
す
。

床
に
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
こ
う

　

こ
た
つ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
下
に
保

温
・
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
く
と
、
こ
た
つ
な

ど
が
温
ま
っ
て
か
ら
電
源
を
切
っ
て
も
保

温
効
果
が
長
持
ち
し
ま
す
。

扇
風
機
を
活
用
し
よ
う

　

部
屋
の
天
井
に
向
け
て
約
45
度
の
角
度

で
動
か
す
と
、
部
屋
の
空
気
が
循
環
し
、

暖
か
い
空
気
が
足
元
に
も
と
ど
き
ま
す
。

食
生
活
か
ら
暖
を
と
ろ
う

　

冬
が
旬
の
根
菜
類
（
ゴ
ボ
ウ
、
大
根
な

ど
）
は
、体
を
温
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

お
で
ん
は
立
派
な
冬
の
「
暖
房
食
」。
み

ん
な
で
同
じ
部
屋
で
お
鍋
を
食
べ
る
と
暖

房
も
節
約
で
き
、
一
家
団
ら
ん
に
も
な
り

ま
す
。

作者註：海水温の上昇が異常気象をもたらします。

　地球温暖化が、主に私たちの活動が
生み出す温室効果ガスによってもたら
されていることは、もはや疑う余地が
ありません。
　今のまま温室効果ガスの排出が続く
と、今世紀末の世界の平均気温は現在
に比べ4.8度上昇し、地域により、洪
水や豪雨など異常気象が増え、食料や
水不足も起きると予想されています。
　気候変動は遠い将来の出来事ではな
く、その影響はすでにはじまっていま
す。私たち一人ひとりが自分自身のこ
ととして、地球温暖化について考え行
動することが大切です。 出典：『月刊廃棄物』2013年11月号ハイ・ムーン作

「ゴミック廃貴物」日報ビジネス（株）より転載

出典：温室効果ガスインベントリオフィス
全国地球温暖化防止活動推進センター
ウェブサイト（http://www.jccca.org/）

地球温暖化 待ったなし！地球温暖化 待ったなし！地球温暖化 待ったなし！

12月は地球温暖化防止月間です

み
ん
な
で

取
り
組
も
う

冬
の「
節
エ
ネ
」



エ
コ
る
が
会
員
募
集
中
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平
成
24
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
「
斑
鳩

町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
（
エ
コ

る
が
）」
は
、「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合
言

葉
に
、
自
然
と
歴
史
文
化
が
息
づ
く
斑
鳩

の
里
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
る
が
」
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、

平
成
18
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進
運
動
」
で
す
。

　

レ
ジ
袋
も
大
切
な
資
源
、
捨
て
る
な
ん

て
も
っ
た
い
な
い
！
と
住
民
サ
ポ
ー
タ
ー

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
町
内
の
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
で
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
調
査
を
は

じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
地
道
な
啓

発
活
動
に
よ
り
、
は
じ
め
は
20
％
以
下

だ
っ
た
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
も
昨
年
度
は

61
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
レ
ジ
袋
は
、
年
間
一
人
あ
た

り
約
３
０
０
枚
も
使
用
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
斑
鳩
町
だ
け
で
み
る
と
、「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
の
約
15
％
の
量
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
処
理
す
る

た
め
に
、
約
２
０
０
万
円
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
う
こ
と

は
、
貴
重
な
資
源
の
節
約
だ
け
で
な
く
、

ご
み
と
し
て
処
理
す
る
費
用
の
節
約
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

買
い
物
に
は
マ

イ
バ
ッ
グ
を
。
小

さ
な
エ
コ
が
美
し

い
地
球
の
未
来
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
エ
コ

る
が
」
で

は
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持

参
率
調
査

の
他
に
も
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
お
う
か

が
い
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
「
も
っ
た
い

な
い
」に
つ
い
て
楽
し
く
考
え
る
教
室
や
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
環
境
問
題

を
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、環
境
イ
ベ
ン
ト「
エ

コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
斑
鳩
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
協
賛
団
体

や
エ
コ
る
が
会
員
、
斑
鳩
町
と
協
働
で
取

り
組
み
、
多
く
の
人
に
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
こ
の
よ
う

な
催
し
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
エ
コ
る
が
」
木
崎
典
子
会
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

エ
コ
る
が
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

だ
さ
る
人
、
事
業
所
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
、
家
事
な
ど
が
忙

し
く
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
に
毎
回
は
参
加
で

き
な
い
と
い
う
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

興
味
を
持
た
れ
た
人
は
、
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

構
成
団
体
等　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

・
奈
良
県
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
推
進
員

・
太
平
化
学
産
業
株
式
会
社　

奈
良
工
場

・
奈
良
中
央
信
用
金
庫　

法
隆
寺
支
店

・
東
洋
ス
ク
リ
ー
ン
工
業
株
式
会
社

・
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

・�

奈
良
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー

・
斑
鳩
町
校
園
長
会

・
斑
鳩
町
商
工
会

・
株
式
会
社
植
嶋

・
株
式
会
社
竜
田
タ
ク
シ
ー

・
関
西
電
力
株
式
会
社

・
奈
良
交
通
株
式
会
社

・
三
重
中
央
開
発
株
式
会
社

・
株
式
会
社
ヤ
マ
ゼ
ン

・
大
栄
工
業
株
式
会
社

・
斑
鳩
町
役
場

・
住
民
の
み
な
さ
ん
（
18
人
）

▲マイバッグ持参啓発キャンペーンのようす

『
も
っ
た
い
な
い
』 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

い
か
る
が
の
里

　
斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会（
エ
コ
る
が
）活
動
中
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もったいないの心を広げるために
～エコるがの活動を紹介します～

ゴーヤでエコクッキング教室

斑鳩東幼稚園環境教室

エコフェスタ2014斑鳩

ソーラークッカーづくり体験教室
７月11日（金）

　緑のカーテンでできたゴーヤを無駄なくお
いしくいただくため、クッキング教室を開催
しました。
　電気やガスを少なく、食材も残すところな
く使おうと、おいしくてエコなレシピに参加
者のみなさんの笑顔があふれました。

10月
27日（月）

　毎年、町内の幼稚園や保育園を訪問して、
「もったいない」って何だろう？「エコ」っ
て知ってる？と子どもたちと一緒に環境につ
いて考えています。
　今年は、斑鳩東幼稚園におうかがいしました。

11月８日（土）
　省エネ・水環境・リサイクルなどの環境問題についてみなさんと
一緒に考える機会として、エコるがが主催の環境イベントをはじめ
て開催しました。

７月27日（日）
　太陽の熱を集めて料理をする調理器具「ソー
ラークッカー」を製作し、参加者のみなさん
とゆで卵を作りました。参加者からは、「今ま
で自分たちが使っていた電気などがすごく大
切な物だということ、自分たちが何かしない
といけないことがわかった」という声も聞か
れました。
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あ
さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
、
つ
る
性
の
植
物
を
窓
の
外
に
植
え
て
つ
く
る
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
は
、
夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
町
内

に
広
く
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
エ
コ
る
が
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
次
の
と
お
り
、
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
斑
鳩
」
で
表
彰
式
が

実
施
さ
れ
、
会
場
の
み
な
さ
ん
に
受
賞
作
品
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
受
賞
作
品
を
参
考
に
、
ぜ
ひ

来
年
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

斑鳩町地球温暖化対策地域協議会
「エコるが」に関するお問い合わせ
は下記まで
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町役場
　環境対策課内　エコるが事務局
電　話：0745-74-1001（内線132）
Ｅメール：
　kankyou@town.ikaruga.nara.jp

●その他の優秀作品
•ゴーヤと朝顔ではなやかで賞	（岡田睦美さん）
•緑のカーテンで食育・観察育を楽しんだで賞
	 （嶋野佳奈さん）
•緑美しいカーテンで賞	 （田邊嘉彦さん）
•ゴーヤのカーテンチャレンジで賞
	 （山下陽子さん）

●町長賞（久保輝美さん）

●エコるが賞
　（医療法人厚生会　陶の郷　わかくさ斑鳩館）

●エコるが賞（植村令子さん）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表
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斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
賞

　
　
小
田
木　
　
　

結
（
斑
鳩
中
３
年
）

優
秀
賞

　
　
山　

本　

由
希
菜
（
斑
鳩
東
小
４
年
）

　
　
長　

野　

は
づ
き
（
斑
鳩
中
２
年
）

　
　
坂　

井　

一　

毅
（
斑
鳩
南
中
３
年
）

佳　
　
作

　
　
武　

井　

琢　

実
（
斑
鳩
小
５
年
）

　
　
垣　

本　
　
　

綾
（
斑
鳩
西
小
５
年
）

　
　
佐　

竹　

信　

亮
（
斑
鳩
東
小
１
年
）

　
　
今　

村　

千　

晴
（
斑
鳩
東
小
１
年
）

　
　
向　

井　

聖　

莉
（
斑
鳩
東
小
３
年
）

　
　
向　

井　

美　

琴
（
斑
鳩
東
小
６
年
）

　
　
光　

安　

唯　

真
（
斑
鳩
中
２
年
）

　
　
片　

岡　

健　

太
（
斑
鳩
中
３
年
）

　
　
久
保
田　

莉　

佳
（
斑
鳩
中
３
年
）

　
　
木　

村　

達　

哉
（
斑
鳩
中
３
年
）

た
く
さ
ん
み
つ
け
た
　
ま
ち
の
宝
物

10
／
26
・
中
央
公
民
館

　

世
界
遺
産
法
隆
寺
の
あ
る
町
と
し
て
、

町
の
宝
物
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
心
を
育
む

た
め
、「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
主
催
す
る

斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
、
次
の
み
な
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数　
２
７
６
人
（
敬
称
略
）

　
（
入
賞
者
名
・
学
校
名
・
学
年
）

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会
長
賞

　
　
村　

田　

真　

将
（
斑
鳩
西
小
２
年
）

～
「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」

絵
画
展
入
賞
者
発
表 

～
▲ 入賞者のみなさん

▲ 展覧の様子

瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）

福岡 長二郎 さん

　
「
叙
勲
を
受
章
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
こ
の
栄

誉
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
謙
虚

に
話
さ
れ
た
福
岡
さ
ん
。

　
「
交
通
関
係
一
筋
で
、
軽
微
な
事
故
か
ら
、
凶
悪
な

死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
ま
で
数
多
く
の
事
故
捜
査
を
し
て

き
ま
し
た
。
記
憶
に
残
る
の
は
、
死
亡
ひ
き
逃
げ
犯
を

数
か
月
か
け
て
他
県
ま
で
行
き
、
捜
査
し
、
逮
捕
で
き

た
時
の
こ
と
で
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
る
福
岡
さ
ん

の
目
は
、
正
義
感
と
充
実
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

趣
味
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
福
岡
さ
ん
は
、「
今
後

は
、
近
隣
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
と
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
や
さ
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
就
い
て
い

た
人
が
対
象
と
な
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
発
令
さ

れ
、
斑
鳩
町
か
ら
福
岡
長
二
郎
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
か
ら
平
成
12

年
ま
で
の
約
36
年
間
、
枚
岡
警
察
他
６
署

な
ど
で
交
通
課
に
お
い
て
、
交
通
事
故
・

事
件
捜
査
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

鳥井 克之 さん

国
語
文
法
教
育
」
に
関
す
る
二
千
頁
を
超
え
る
三
部
作

が
あ
り
、
現
在
は
関
西
大
学
名
誉
教
授
で
、
日
本
中
国

語
学
会
顧
問
（
元
理
事
長
）。
中
央
公
民
館
で
も
初
級

中
国
語
を
10
年
間
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
瑞
宝
中
綬
章
の
叙
勲
は
、
11
年
間
の
ペ
ン
キ
塗
装

職
人
時
代
か
ら
今
ま
で
、
自
分
を
激
励
し
、
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の
ご
厚
意
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
思
い
で
一
杯
で
す
。」
と
謙
虚
に
話

さ
れ
た
鳥
井
さ
ん
。

　
「
大
学
院
時
代
は
、
仕
事
も
忙
し
い
な
か
、
教
授
陣

の
配
慮
の
お
か
げ
で
、
助
手
採
用
と
な
り
ま
し
た
。」

と
当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
趣
味
は
写
真
撮
影
と
地
元
老
人
会
の
合
唱

な
ど
で
す
。
残
り
の
人
生
を
た
の
し
み
た
い
で
す
。」

と
や
さ
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
や
地
方
自
治
な
ど
の
各
分
野
で
極
め
て
優
れ
た
功
績

を
残
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
が
発
令
さ
れ
、
斑

鳩
町
か
ら
鳥
井
克
之
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
井
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
か
ら
、
42
年

に
わ
た
り
、
大
阪
市
立
大
学
や
関
西
大
学

で
教
育
研
究
職
に
携
わ
ら
れ
、
専
門
分
野

の
「
中
国
文
法
学
説
史
研
究
に
基
づ
く
中

瑞
宝
中
綬
章

（
教
育
研
究
功
労
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋の叙勲

叙　
勲
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斑
鳩
町
の
発
展
と
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る

た
め
、
斑
鳩
町
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
表
彰
が
、
11
月
２
日
、
い
か
る
が

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
次
の
９
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
行
政
功
労
表
彰
】

　

・
雨　

森　

美
智
子
さ
ん

　
　
　
（
元
斑
鳩
町
表
彰
審
査
委
員
会
委
員
）

　

・
家　

郷　
　
　

昇
さ
ん

　
　
　
（
元
民
生
・
児
童
委
員
）

　

・
奥　

田　

郁　

子
さ
ん

　
　
　
（
元
主
任
児
童
委
員
）

　

・
城　

野　

正　

夫
さ
ん

　
　
　
（
元
民
生
・
児
童
委
員
）

　

・
千　

秋　

一　

夫
さ
ん

　
　
　
（
元
斑
鳩
町
社
会
教
育
委
員
会
委
員
）

　

・
増　

井　

隆　

生
さ
ん

　
　
　
（
元
斑
鳩
町
消
防
団
長
）

【
町
民
功
労
表
彰
】

　

・
寺　

井　
　
　

徹
さ
ん

　
　
　
（
元
斑
鳩
町
美
術
協
会
会
長
）

　

・
故 

秦　
　

貴　
之
さ
ん

　
　
　
（�

元
斑
鳩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン

ド
団
長
）

　

・
福　

井　

宗　

治
さ
ん

　
　
　
（�

元
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
西
和

支
部
協
会
斑
鳩
町
分
会
分
会
長
）

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。平

成
26
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

　
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～
」

と
定
め
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
に
関

す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

・
西
尾　

雅
央　
　

・
已
波　

美
津
子

・
中
塩　

利
明　
　

・
松
田　

和
枝

・
上
田　

昌
功　
　

・
池
元　

秀
次

・
松
原　

眞
由
美　

・
森
田　

敬
子

相
談
日　
　

毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

相
談
場
所　
役
場
１
階
第
３
会
議
室

問
合
せ　
　

住
民
課

　
（
☎
内
線
１
６
２
・
１
６
３
）

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

　
　
　
　
　
人
権
週
間
で
す

後列左から　雨森さん、家郷さん、城野さん、奥田さん、増井さん
前列左から　千秋さん、寺井さん、福井さん、秦さん

平
成
26
年
度
　
町
功
労
者
表
彰

町功労者表彰を受けられたみなさん
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権について　楽しく学びました
～ 人権擁護委員による人権紙芝居 ～

1 0 / 2 1 ・斑鳩幼稚園

　人権擁護委員のみなさんによる「人権出前教室」
が斑鳩幼稚園で行われました。
　委員のみなさんは、「友だちを大切にして、仲
良くしようね」という、人権を考える上での第一
歩となることを、わかりやすい紙芝居を通じて語
られていました。
　そのあとは、全員で「世界をしあわせに」とい
う歌を合唱したり、人権イメージキャラクターの
人
じん

ＫＥＮまもる君、人
じん

ＫＥＮあゆみちゃんが登場
して、大喜びの子どもたちと握手したりと、人権
について、楽しく学ぶことができた１日となりま
した。

人

とパゴちゃんで　観光客をお出迎え♪
～ パゴちゃんふれあいキャンペーン ～
10/25、26、28、30、11/1～3・法隆寺周辺

　10月26日が俳人の正岡子規が「柿食へば 鐘が
鳴るなり 法隆寺」の句を詠んだ日とされ、「柿の
日」となっていることから、24日に地元の農産
物ＰＲのため、ＪＡならけんとともに、奈良県産
の柿のふるまいが行われました。
　柿をモチーフに誕生した斑鳩町の人気者「パゴ
ちゃん」。春に引き続き、秋の行楽シーズンにも
法隆寺周辺に登場し、観光客を出迎えました。
　遠くから手を振り声援を送ってもらったり、
あっちもこっちもと、記念撮影に引っ張りだこ。
　パゴちゃんのことを知らない観光客にも「可愛
いね」「名前覚えとくよ！」と嬉しいお言葉をい
ただき、パゴちゃんをＰＲできる場となりました。

柿

良への観光客を斑鳩町へ誘客！
こうやさんフェスタ in 奈良  ～行くなら高野山～

　平成27年は、高野山の開創1200年を迎え、より
多くの人に「高野山」を知ってもらおうと平成22
年から毎年行われ、今年がフィナーレとなります。
　奈良県の青年僧侶が中心となって、「体験する僧
侶」、「楽しむ僧侶」をメインテーマとした、バーチャ
ルトリップや物産展、そしてクイズなど、さまざま
なイベントがあり、パゴちゃんはゆるキャラショー
に出演し、初代斑鳩町キャンペーンレディが自治体
ＰＲに参加し、「奈良」に来られた観光客に、斑鳩
町を存分にＰＲしてきました。

奈

化と芸術の祭典　華やかに開催
～ 斑鳩の里文化芸術祭 ～

1 1 / 2 、3 、5、6・いかるがホール

　11月２日から６日（４日を除く）まで、いかるが
ホールで斑鳩の里文化芸術祭が開催されました。
　初日の11月２日、大ホールでは、オープニング
イベントが行われ、和太鼓いかるがのみなさんや、
各町立小学校の児童によるパフォーマンス、９人の
町功労者、美術展覧会入選者の表彰などが行われた
ほか、ロビーではお茶会なども開かれるなど、華や
かな１日となりました。
　その他、11月６日まで、小ホールや研修室では、
絵画や写真、書、工芸な
どの美術展覧会や、菊花
展（11月７日まで）が行
われ、来場者はみごとな
作品に見入っていました。

文

1 0 / 3 1 　奈良市ならまちセンター
（オープニング法要：東大寺大仏殿）

▼小城町長も柿を配布

▼パゴちゃんとキャンペーン
　レディがお出迎え

▲パゴちゃん大人気！

▲僧侶とキャラクター
　の共演
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良の魅力を最大限に発信！
～奈良県観光キャンペーン
平成27年度春夏商品等プロモーション会～
1 0 / 3 1 ・グランドハイアット東京

立国会図書館の　便利なサービスあります！
～ 聖徳太子歴史資料室講座

「国立国会図書館出張ガイダンス」 ～
1 0 / 1 6 ・町立図書館

　「奈良」の魅力を全国のみなさんに知っていただ
くため、メディアや旅行会社に向けた商談会が行わ
れ、斑鳩町も参加しました。
　奈良県は、平成27年に執り行われる春日大社第
六十次式年造替を核として、「1300年のこころ見
つけました」と題し、奈良県観光キャンペーンを実
施しています。斑鳩町が奈良県観光キャンペーンに
参加するのは春に続いて２回目。
　小城町長も荒井奈良県知事や他市町村長と一緒に
トップセールスに参加。商談会では、特産品の試食
もまじえながら、斑鳩町の魅力を存分にＰＲしてき
ました。

　日本最大の図書館のサービスを調査研究に役立て
てもらおうと、「国立国会図書館出張ガイダンス」
が開催されました。
　国立国会図書館関西館の機能や利用方法に加え
て、法隆寺・聖徳太子関係資料の探し方や、デジタ
ル化された昔の資料をインターネットから見ること
のできるサービスについて、お話をいただきました。
　受講者のみなさんからは、「利用方法がわからな
かったので調べたいことが調べられず困っていた。
これから利用していきたい」など感想が寄せられま
した。

奈

国

域防災力　災害に備え　育てよう
～北庄地区防災訓練～

1 0 / 2 6 ・北庄自治会・自警団

　いつやってくるかわからない災害に備え、地震
発生および大雨による土砂災害のため、避難指示
が発令されたことを想定し、北庄自治会・自警団
による防災訓練が行われました。
　応急担架を利用した搬送訓練やバケツリレーに
よる消火訓練、可搬式ポンプによる放水訓練など、
日ごろはできない訓練に、参加された自治会のみ
なさんは真剣な表情でそれぞれの役割を果たして
いました。
　訓練後、参加者のみなさんは「いざというとき
は、力を合わせて、自分たちのまちは自分たちで
守らなけれ
ば」という
気持ちを新
たにしてい
ました。

地

れあいイベントを満喫！
～ 大阪府太子町と住民交流 ～
1 1 / 9 ・大阪府太子町

　太子ゆかりの地友好都市「大阪府太子町」の催
し、「ふれあい ＴＡＩＳＨＩ 2014」に約50人の
住民のみなさんが参加しました。
　あいにくの雨模様でしたが、会場内の模擬店な
どで地元のみなさんとのふれあいを楽しみまし
た。
　午後からのみかん狩りは、雨で中止となり、とっ
ても残念がる声が多く聞かれましたが、仲良しの
お友達や家族とバスでの移動を楽しんでいた子ど
もたちの笑顔が、参加者のみなさんの心を和ませ
てくれました。

ふ

▼メディアに向けて商談

▲小城町長も斑鳩をＰＲ！

▲講師の倉家洋介さん ▲講座のようす
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

小田原の歴史と文化を学ぶ
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今
月
号
で
は
、
今
年
度
の
小
田

原
市
文
化
交
流
事
業
と
し
て
、
10

月
か
ら
３
か
月
連
続
で
開
催
し
て

い
る
『
小
田
原
の
歴
史
・
文
化 

連
続
講
座
』
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

小
田
原
市
と
の
文
化
交
流
事
業

　

斑
鳩
町
と
神
奈
川
県
小
田
原
市
は
、
か

つ
て
法
隆
寺
の
食じ
き

封ふ

の
１
つ
が
小
田
原
市

域
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
縁
と
し
て
、

平
成
24
年
２
月
に
「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都

市
文
化
交
流
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
交
流
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
開
催

し
た
「
小お

田だ

原わ
ら

歴れ
き

史し

探た
ん
ぼ
う訪
」
で
は
、
斑
鳩

町
民
が
小
田
原
市
を
訪
れ
、
史
跡
小
田
原

城
跡
や
史
跡
石い
し

垣が
き

山や
ま

一い
ち

夜や

城じ
ょ
う

な
ど
を
見
学

し
、
小
田
原
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
田
原
市
か
ら
歴
史
や
文

化
に
関
す
る
専
門
職
員
３
人
を
講
師
に
迎

え
、
10
月
～
12
月
に
各
月
１
回
の
講
座
を

行
う
「
小
田
原
の
歴
史
・
文
化 

連
続
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
第
１
回
】

『
考
古
学
か
ら
み
た
小
田
原
の
歴
史

～
羽は

ね根
尾お

貝か
い

塚づ
か

と
中な

か
ざ
と里
遺い

跡せ
き

を
中
心
に
～

』

　

第
１
回
目
は
、
文
化
財
課
主
任
の
渡わ
た
な
べ辺

千ち

尋ひ
ろ

氏
を
講
師
に
迎
え
、
神
奈
川
県
指
定

重
要
文
化
財
で
あ
る
漆う
る
し

製
品
な
ど
が
出
土

し
た
縄
文
時
代
前
期
の
「
羽
根
尾
貝
塚
」

や
、
弥
生
時
代
中
期
に
近
畿
地
方
か
ら
移

住
し
て
き
た
人
々
が
深
く
関
わ
っ
た
と
さ

れ
る
大
規
模
な
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た

「
中
里
遺
跡
」
の
ほ
か
、
古
代
寺
院
と
し

て
存
在
し
た
「
千ち

よ代
廃は
い

寺じ

」
の
発
掘
調
査

成
果
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
２
回
】

『
小
田
原
城
に
つ
い
て

～
小
田
原
城
の
調
査
と
整
備
～
』

　

第
２
回
目
は
、
小
田
原
城
天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

館
長

の
諏す

訪わ

間ま

順じ
ゅ
ん

氏
よ
り
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
戦
国
時
代
の
池
な
ど
を
中
心
と
し
た
庭

園
跡
が
見
つ
か
っ
た
「
御ご

用よ
う

米ま
い

曲ぐ
る

輪わ

」
で

の
最
近
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸

時
代
の
小
田
原
城
の
歴
史
と
、
整
備
内
容

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
３
回
】

『
近
代
の
小
田
原
の
文
学

～
文
学
と
し
て
の
小
田
原
～
』

　

第
３
回
目
は
、
図
書
館
学
芸
員
の
鳥と
り

居い

紗さ

也や

子こ

氏
か
ら
、
小
田
原
と
深
い
関
わ
り

の
あ
る
北き
た

原は
ら

白は
く

秋し
ゅ
う

な
ど
の
近
代
文
学
を
中

心
と
し
た
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

第
３
回
目
の
講
座
は
12
月
20
日（
土
）に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
15
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ 第１回講座のようす



　冬は夏に比べてエネルギーをたくさん使う
季節なんだって。
　パゴちゃんは、電気やガスをもっと節約す
るために、環境家計簿をつけているよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き継
いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開してい
るキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

環境家計簿をつけよう環境対策課
（☎内線133）
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　12月は地球温暖化防止月間です。
地球温暖化を防止するためには、私
たちの家庭から出る二酸化炭素の量
を減らすことが大切ですが、何から
はじめたらいいのか分からないとい
う人も多いはず。
　まずは、自分の家からどれだけ二
酸化炭素を出しているかを知ること
からはじめましょう。
　電気やガスなどの使用量を記録し
てみると、日頃の生活を見直すきっ
かけに。環境に良いことはもちろん、
家計も助かります！

10月の生ごみたい肥化量23,364㎏
　可燃ごみの9.3％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数4,191世帯（10月末）

奈
良
県
中
和
生
活
自
立

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

　
出
張
相
談
に
つ
い
て

　

奈
良
県
で
は
、
失
業
な
ど
の
理
由
に
よ

り
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
就

職
や
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う
「
奈

良
県
中
和
生
活
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
本
年
５
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

斑
鳩
町
で
出
張
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

秘
密
厳
守
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

　

12
月
16
日（
火
）、
１
月
20
日（
火
）、

　

２
月
17
日（
火
）、
３
月
17
日（
火
）

　

※
い
ず
れ
も　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
斑
鳩
町
役
場
１
階　

第
３
会
議
室

相
談
料　
無
料

事�

前
予
約　
不
要（
予
約
を
希
望
の
人
は
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

問�

合
せ　
奈
良
県
中
和
生
活
自
立
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
（�

橿
原
市
内
膳
町
１
丁
目
１
番
44
号　

エ
ム
ア
イ
ビ
ル
２
階
）

　
（
☎
０
１
２
０
�
１
２
２
５
）

　

※�

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▶奈良の環境家計簿を
　　　　　　使ってみよう◀

教えてパゴちゃん！

　奈良県内にお住まいの人を対象に、だれでも利用できる環境家
計簿があります。ぜひ、一度お試しください。
　ＷＥＢ版、携帯版、紙版の３種類で、電気、ガス、水道、ガソ
リン、灯油の５項目を入力できます。

★ここがすごい！
・�月ごとの入力に応じてグラフや
一覧表などの結果がすぐ見られ
る！
・�世帯人数別の標準値が出るので、
自分の家の排出量のレベルがす
ぐわかる！

　奈良の環境家計簿　http://www.eco.pref.nara.jp/kakeibo/
　※紙版は、役場環境対策課窓口にあります。

毎月10日と20日は陶器回収の日〈12月の陶器回収日〉
　１２月１０日（水）・１２月２２日（月）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※�衛生処理場のみ、12月13日（土）、12月28日（日）も受け付けし
ます。

未来が変わる。
日本が変える。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

10月

9月

8月

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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平
成
27
年
度
学
童
保
育

入
室
児
童
募
集

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

対�

象
者　
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
で
、
保
護
者
が
昼
間
常
に
仕
事
や
病

気
な
ど
の
理
由
で
不
在
で
あ
る
児
童

開�

設
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、
日

曜
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
）
は
休
室

開�

設
時
間　
平
日
は
放
課
後
か
ら
午
後
６

時
30
分
ま
で
。
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休

業
中
は
午
前
７
時
45
分
か
ら
午
後
６
時

30
分
ま
で
。

開
設
場
所
・
定
員

　

・
斑
鳩
学
童
保
育
室

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

	

（
敬
称
略
）

　
和　
田　
佐
知
子
（
再
任
）

　

議
会
の
同
意
を
得
て
11
月
12
日
付
け
で
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
斑
鳩
小
学
校
内
）・
・
・
１
４
０
人

　

・
斑
鳩
西
学
童
保
育
室

　
　
（
斑
鳩
西
小
学
校
内
）・
・
・
５
０
人

　

・
斑
鳩
東
学
童
保
育
室

　
　
（
斑
鳩
東
小
学
校
内
）・
・
１
１
０
人

申�

込　
12
月
12
日（
金
）ま
で
に
、
所
定
の

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
て
、
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な

ど
は
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

　

�　
な
お
、
現
在
入
室
さ
れ
て
い
る
児
童

で
来
年
度
も
入
室
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
必
要
性

の
高
い
児
童
か
ら
入
室
と
な
り
ま
す
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 2日㈫、9日㈫、16日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
25日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

4日㈭、11日㈭、18日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 10日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 2日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
12日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3026日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 20日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

12
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
（
第
３
期
分
）

　
　
　
　
　
　

…
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
６
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
第
６
期
分
）

　
　
　

…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
６
期
分
）

　

…
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

12
月
25
日（
木
）

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

12月の相談
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＊�

臨
時
職
員
の
応
募
は
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
、

郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
・

体
育
館
臨
時
職
員
の
募
集

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

（
☎
内
線
２
３
２
）

採
用
予
定
の
職
種
・
人
員　

    

　

学
校
等
臨
時
事
務
員
…
…
…
…
若
干
名

　

学
校
臨
時
給
食
調
理
員
…
…
…
若
干
名

　

学
校
臨
時
用
務
員
…
…
…
…
…
若
干
名

　

公
民
館
臨
時
職
員
…
…
…
…
…
若
干
名

　

公
民
館
臨
時（
夜
間
）職
員
…
…
若
干
名

　

体
育
館
臨
時
事
務
員
…
…
…
…
若
干
名

申
込
用
紙
等
の
交
付
・
受
付

　

�

12
月
10
日（
水
）～
25
日（
木
）（
土
曜･

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分
。

　

�

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
で
試
験
申

込
書
な
ど
の
交
付
と
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

応
募
要
領
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

試
験
の
日
時
・
場
所

　

�

平
成
27
年
１
月
18
日（
日
）午
前
８
時
30

分
か
ら
斑
鳩
役
場
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

区　分
職　種 採用期間 応募できる人 年齢 提出書類 試験方法

学 校 等 臨 時 事 務 員

平成27年₄月
₁日から翌年
₃月３１日まで

当町在住者か当町への
通勤が可能な人

昭和35年₄月₂日
以降に生まれた人

町指定の受験申込書 口述試験

学校臨時給食調理員 当町在住者か当町への
通勤が可能な人

昭和30年₄月₂日
以降に生まれた人

学 校 臨 時 用 務 員 当町在住者か当町への
通勤が可能な人

昭和25年₄月₂日
以降に生まれた人

公 民 館 臨 時 職 員
（勤務時間

₈時30分～17時30分）

当町在住者か当町への
通勤が可能な人で土
曜・日曜日および休日
勤務可能な人

昭和30年₄月₂日
以降に生まれた人

公民館臨時（夜間）職員
（勤務時間

17時00分～22時00分）

当町在住者で土曜・日
曜日および休日勤務可
能な人

昭和20年₄月₂日
以降に生まれた人

体 育 館 臨 時 事 務 員

当町在住者か当町への
通勤が可能な人で土
曜・日曜日および休日
勤務可能な人

昭和35年₄月₂日
以降に生まれた人
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ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト　
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ス
カ
ウ
ト
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん

か
？

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

日
時　
12
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
2
時
～
3
時
30
分
頃

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

問
合
せ　
西
尾
邦
子

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
６
８
５
）

　

午
後
５
時
以
降
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊�

入
団
希
望
の
人
に
詳
し
い
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

斑
鳩
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
８
）

　

町
で
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」

に
向
け
て
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
見
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
斑
鳩
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」（
計
画
期
間
：

平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度
）
の
策
定
を

進
め
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
通
じ
て
保

護
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ
ま
え
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
よ
る
審
議
を
経

て
計
画（
案
）と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

応�
募
資
格　
①
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
②

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人

意�

見
の
提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
ま
た
は

名
称
、
連
絡
先
を
必
ず
記
入
の
う
え
、

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を

募
集
し
ま
す

　
　
　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

対�

象　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

（
平
成
27
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）

受�

付　
平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）ま
で
（
必

着
）

１
次
試
験　
平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）

※�

そ
の
他
、
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
男
子
）
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様

式
自
由
）　

　

①�

郵
送
（
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８

　
　

斑
鳩
町
役
場
福
祉
課　

宛
）

　

②
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�
０
８
０
８
）

　

③
Ｅ
メ
ー
ル

　
（fukushi@

town.ikaruga.nara.jp

）

　

④
持
参
（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

募
集
期
間
・
計
画（
案
）の
閲
覧
期
間

　

12
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

　

※�

郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

計
画（
案
）の
閲
覧
場
所

　

�

①
役
場
福
祉
課
窓
口
、
②
中
央
・
西
・

東
公
民
館
、
③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意�

見
の
公
表　
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
原
則
と
し
て
公
表
し
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
に
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ

ん
。

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

　

斑
鳩
町
の
ま
ち
の
将
来
像
を
掲
げ
た
第

４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
（
基
本
構
想
計
画

期
間
：
平
成
23
年
か
ら
平
成
32
年
）
の
う

ち
、
平
成
27
年
度
に
前
期
基
本
計
画
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
か
ら
５
年

間
の
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
内
容
に
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
募
集
要
領
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

募
集
要
領
・
応
募
申
込
書
は
、
役
場
企

画
財
政
課
窓
口
、
中
央
・
西
・
東
公
民

館
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、斑
鳩
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◆
募
集
人
数　
２
人

　
　
　
　
　
　
（
男
女
そ
れ
ぞ
れ
１
人
）

◆�

任　
　
期　
平
成
27
年
４
月
か
ら
12
月

頃
ま
で
（
４
回
程
度
の
開
催
を
予
定
）

◆�

応
募
資
格　
総
合
計
画
の
審
議
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人
で
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　

①�

斑
鳩
町
在
住
で
18
歳
以
上
の
人
（
平

成
26
年
12
月
１
日
現
在
）

　

②�

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
審
議
会
に

参
加
で
き
る
人

　

③�

斑
鳩
町
の
町
議
会
議
員
お
よ
び
職
員

で
な
い
人

◆�

応
募
方
法　
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
役
場
企
画
財
政
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

①�
郵
送
（
〒
６
３
６‒

０
１
９
８

　
　

斑
鳩
町
役
場
内
）

　

②
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�
１
０
１
１
）

　

③
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
（kikaku@

town.ikaruga.nara.jp

）

　

④
持
参

◆�

募
集
期
間　
12
月
1
日（
月
）～
平
成
27

年
1
月
30
日（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

◆�

選
考
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
斑
鳩
町
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

― 
総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す 

―
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公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
の
受
付

中
央
公
民
館
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

東　

公
民
館
（
☎
０
７
４
５
�
４
１
２
２
）

西　

公
民
館
（
☎
０
７
４
５
�
３
９
１
１
）

　

平
成
27
年
度
、
中
央
・
東
・
西
公
民
館

で
活
動
さ
れ
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
受
付
を

行
い
ま
す
。（
登
録
済
み
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）

申
込
条
件

　

①�

町
在
住
の
人
で
構
成
す
る
10
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
。
た
だ
し
、
乳
幼
児
と

一
緒
に
活
動
す
る
子
育
て
な
ど
の
場

合
は
、
５
組
以
上
と
す
る
。

　

②�

１
年
間
定
期
的
に
活
動
で
き
る
グ

ル
ー
プ

　

③�

そ
の
他
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
要
項

に
適
合
す
る
グ
ル
ー
プ

受
付
期
間

　

�

12
月
１
日（
月
）～
15
日（
月
）午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
す
る
公
民
館
で
受
付
を

し
ま
す
。

※�

申
込
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
で
お
渡

し
し
ま
す
。

※�

中
央
・
東
・
西
公
民
館
の
重
複
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

農
産
物
品
評
会
出
品
募
集
！

～
斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
２
０
１
４
～

　

斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
観
光
産
業
課
内　

☎
内
線
２
１
３
）

　

斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
２
０
１
４
で
、「
農

産
物
品
評
会
」
を
行
い
ま
す
。
ご
自
慢
の

農
産
物
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
な
も
の
に
は
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。（
参
加
賞
あ

り
）

日
時　
12
月
６
日（
土
）

　
　
　
受
付　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
審
査　

午
後
１
時
～

　
　
　

12
月
７
日（
日
）

　
　
　

表
彰　

午
前
９
時
30
分
～

会�

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
中
央
体
育
館

出�

品
方
法　
当
日
、
品
評
会
申
込
書
を
記

入
の
う
え
、
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
出
品
物
は
一
切
返
品
で
き
ま
せ
ん
。
当

実
行
委
員
会
へ
帰
属
す
る
も
の
と
し
、

７
日
の
農
産
物
即
売
会
の
売
品
と
し
て

販
売
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
別
添
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平
成
26
年
度

小
田
原
市
文
化
交
流
事
業

「
小
田
原
の
歴
史･

文
化

連
続
講
座（
第
３
回
）」
の
開
催

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

日
時　
12
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
近
代
の
小
田
原
の
文
学

　
　
　
　

～
文
学
と
し
て
の
小
田
原
～
」

講
師　
鳥
居　

紗
也
子　

氏

　
（
小
田
原
市
文
化
部
図
書
館
学
芸
員
）

参
加
費　
無
料

も
ち
つ
き
大
会

　
　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
０
０
０
）

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
楽
し
く
み
ん

な
で
お
餅
を
つ
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
20
日（
土
）
午
前
10
時
～

　
　
　
（
お
餅
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

主�

催　
い
か
る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

障
が
い
者
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
生
命
、
財
産
、
権
利
を
守

る
た
め
の
法
律
で
あ
る
「
障
害
者
虐
待
防

止
法
」
が
施
行
さ
れ
て
２
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
虐
待
は
、
障
が
い
者
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
権
利
を
著
し
く
さ
ま
た
げ
ま

す
。
ま
た
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
早
期
対

応
は
、
再
発
を
防
止
し
、
被
害
者
や
加
害

者
に
対
し
て
も
効
果
的
な
ケ
ア
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
な
家
庭
、
職
場
、
施
設
な

ど
で
虐
待
の
疑
い
が
見
受
け
ら
れ
た
ら
、

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
先　
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
７
）

※�

な
お
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間

な
ど
は
当
直
対
応
と
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
給
付
等
と
の

併
給
制
限
の
見
直
し
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

26
年
12
月
１
日
以
降
は
、
公
的
年
金
給
付

等
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
よ
り
も
低

い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

の
子
の
加
算
の
支
給
を
受
け
な
い
で
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
11
月
30
日
以
降
に
、「
障

害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
受
給
に
関
す

る
申
請
」
お
よ
び
「
差
額
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
に
関
す
る
申
請
」
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
手
続
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
平
成
27

年
４
月
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
一
時

差
し
止
め
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
手
続
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

12
月
３
日
～
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　
「
障
害
者
週
間
」
の
期
間
は
、
毎
年
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１
週
間
で
す
。

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

催　
し 

●

● 

お
知
ら
せ 

●
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総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
準
備
が
大
切
で
す
。　

　

今
月
号
は
、
地
震
お
よ
び
土
砂
災
害
へ

の
備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
震

●�

家
族
み
ん
な
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
ょ
う

①
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

　

�

災
害
発
生
時
の
各
自
の
役
割
に
つ
い
て

決
め
る
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
が
い

る
場
合
は
保
護
担
当
者
も
決
め
る
。

②
家
屋
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク

　

�

家
の
内
外
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
放
置
し
て
お
く
と
危
な

い
場
所
は
、
修
理
や
補
強
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

※
家
の
周
囲
の
安
全
対
策･･･

・�

老
朽
家
屋
は
耐
震
診
断
を
行
い
、
補
強

す
る
な
ど
の
対
策
を
す
る
。

・�

塀
や
壁
な
ど
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

は
、
補
強
と
日
ご
ろ
の
点
検
を
す
る
。

③
家
の
中
に
安
全
な
空
間
を
確
保

　

�

い
ざ
と
い
う
と
き
に
逃
げ
込
め
る
よ
う

に
、
家
具
の
配
置
換
え
な
ど
で
安
全
な

ス
ペ
ー
ス
が
作
れ
る
よ
う
に
工
夫
す

る
。
ま
た
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防

ぐ
方
法
を
考
え
る
。

※
家
の
中
の
安
全
対
策･･･

・�

寝
室
や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
い
る
部

屋
に
は
家
具
は
置
か
な
い
。

・
家
具
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

・
出
入
り
口
に
は
物
は
置
か
な
い
。

④
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の

　
確
認

　

�

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連

絡
方
法
や
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
事

前
に
確
認
し
て
お
く
。

土
砂
災
害

　

広
島
市
で
の
大
規
模
な
土
砂
災
害
な

ど
、
近
年
、
全
国
的
に
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
は
、
奈

良
県
で
も
深
層
崩
壊
を
含
む
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

●
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
に

①�

お
住
ま
い
の
地
域
が
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
含
ま
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　

�

お
住
ま
い
の
地
域
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
、
土
砂
災
害
に
備
え
る
第
一
歩
で
す

の
で
、
ま
ず
は
「
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、「
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
は
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防

災
情
報
」
の
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

つ
い
て
（
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）」
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

②�

雨
が
降
り
は
じ
め
た
ら
、
雨
量
や
気
象

情
報
に
注
意
す
る
。

　

�

土
砂
災
害
は
、
お
も
に
台
風
や
長
雨
、

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
地
盤
が
ゆ
る

む
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
雨
が

降
り
始
め
た
ら
、
雨
雲
の
動
き
や
気
象

情
報
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
か
ら
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を

お
願
い
し
ま
す
。

③�

大
雨
時
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
、
早
め
に
避
難
す
る
。

　

�

大
雨
な
ど
で
土
砂
災
害
の
発
生
に
不
安

を
感
じ
る
場
合
や
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
ほ
か
、

斜
面
と
反
対
側
に
あ
る
強
固
な
建
物
の

２
階
以
上
に
緊
急
避
難
す
る
な
ど
、
早

め
の
自
主
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、
町
が
避
難
勧
告
な
ど

を
発
令
す
る
際
の
判
断
や
、
住
民
の
自

主
避
難
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
奈
良
県

と
奈
良
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発
表
し

ま
す
。
土
砂
災
害
か
ら
自
ら
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
で
す
の

で
、「
早
め
の
避
難
」
を
判
断
す
る
目

安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

体
の
不
自
由
な
人
や
高
齢
者
な
ど
、
避

難
に
時
間
を
要
す
る
人
は
、
特
に
早
め

の
避
難
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

使
え
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２・
１
６
３
）

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
公
的
な
身

分
証
明
書
に
な
り
便
利
で
す
。
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
人

で
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
で
身
分
証
明
書
が

必
要
に
な
る
人
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。カ
ー

ド
の
発
行
を
受
け
る
に
は
、
左
記
の
も
の
を

持
参
し
て
、
住
民
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証
な
ど　

・
費
用　

５
０
０
円

・
写
真
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
・
無
帽
・
正
面
・

無
背
景
・
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
の
も

の
）　

・
印
か
ん

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
で
、

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

　

工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計

法
に
も
と
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統

計
で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。
従
業
員
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

自
ら
を
守
り

だ
れ
か
を
助
け
る
た
め
に
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国
保
医
療
課

（
☎
内
線
１
１
４
～
１
１
６
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
、
高
額

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
下
記

の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
今
ま
で
よ
り
も
所

得
要
件
が
細
分
化
さ
れ
、
み
な
さ
ん

の
所
得
に
応
じ
て
柔
軟
な
医
療
費
の

負
担
軽
減
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ご
注
意

①�　
70
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
限
度
額
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②�　
有
効
期
限
が
平
成
26
年
12
月
31

日
の
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
」
お
よ
び
「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
に

は
、
12
月
末
ま
で
に
新
し
い
認
定

証
（
有
効
期
限
：
平
成
27
年
７
月

31
日
）
を
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
人
へ

避難所施設 所在地 電　話 避難所施設 所在地 電　話
①斑鳩小学校 法隆寺南1-13-46 74－1201 ⑫中央体育館 龍田南1-1-61 75－3100
②斑鳩西小学校 神南2-4-25 74－3051 ⑬中央公民館 龍田南2-2-43 74－1511
③斑鳩東小学校 法隆寺南2-11-5 74－1501 ⑭西公民館 龍田西4-2-25 75－3911
④斑鳩中学校 龍田北1-20-1 74－1301 ⑮東公民館 興留5-5-28 74－4122
⑤斑鳩南中学校 目安北3-1-77 74－5800 ⑯法隆寺国際高等学校 高安2-1-1 74－3630
⑥斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15 74－2353 ⑰消防コミュニティセンター 龍田南5-7-47 75－6341
⑦斑鳩西幼稚園 神南2-4-31 74－3981 ⑱いかるがホール 興留10-6-43 75－7743
⑧斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16 74－5500 ⑲ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1-13-15 74－0990
⑨たつた保育園 龍田1-5-1 74－2203 ⑳生き生きプラザ斑鳩 小吉田1-12-35 70－1000
⑩あわ保育園 阿波3-5-33 74－1654 ㉑法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東1-4-6 ―
⑪あゆみの家 龍田南3-9-20 74－2123

所得区分 3回目まで 4回目以降
☆2

所得区分 3回目まで 4回目以降
☆2総所得金額等 総所得金額等

Ａ
上 位
所 得 者

☆1

150,000円
（医療費が500,000
円を超えた場合は超
えた分の1%を加算）

83,400円

ア 901万円超
252,600円
（医療費が842,000円
を超えた場合は超えた
分の1%を加算）

140,100円

イ 600万円超～
901万円以下

167,400円
（医療費が558,000円
を超えた場合は超えた
分の1%を加算）

93,000円

Ｂ 一 般
80,100円
（医療費が267,000
円を超えた場合は超
えた分の1%を加算）

44,400円
ウ 210万円超～
600万円以下

80,100円
（医療費が267,000円
を超えた場合は超えた
分の1%を加算）

44,400円

エ 210万円
以下 57,600円 44,400円

Ｃ 住民税非
課税世帯 35,400円 24,600円 オ 住民税

非課税世帯 35,400円 24,600円

☆２：�過去12か月以内に同じ世帯で高額療養費の支給が4回以上
あった場合の4回目以降の限度額。

☆１：�上位所得者とは、基礎控除後の「総所得金額等」
が600万円を超える世帯

平成26年12月まで 平成27年1月から

平
成
27
年
１
月
か
ら
、

70
歳
未
満
の
人
の
自
己

負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す

竜
田
川

消防コミュニ
ティセンター
  ⑰

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

斑鳩中学校
④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑪
あゆみの家

⑫
中央
体育館

中央公民館
⑬西公民館

⑭ ⑮東公民館

　法隆寺国際
⑯高等学校

富
雄
川R25

大和川

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑲ 法隆寺五丁地区

地域交流館
㉑

⑱いかるがホール

⑳生き生き
　　プラザ斑鳩

法隆寺五丁地区
地域交流館
㉑竜

田
川

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑲斑鳩中学校

④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑱いかるがホール

⑳生き生き
　　プラザ斑鳩

⑫
中央
体育館

西公民館
⑭ ⑮東公民館

富
雄
川R25

大和川

　法隆寺国際
⑯高等学校

消防コミュニ
ティセンター
  ⑰ ⑪

あゆみの家

中央公民館
⑬

サイレン・
有線設置場所

有線設置場所

斑鳩町の
避難所施設

　いざというときに困らないよう、家族みんな
で災害時の役割分担を決めたり、避難所施設や
避難経路を確認しておきましょう。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全を
確保するため避難勧告・指示を行った場合また
は避難を求める住民がいる場合に、その状況に
応じて安全な施設を指定し、開設します。
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斑
鳩
町
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
２
）

▼ 人件費の状況（普通会計決算）

▼ 職員の任免および職員数に関する状況

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含む。

区  分 住民基本台帳人口
（年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
24年度 2 8 , 2 9 7 人 82億4,387万円 5億6,274万円 15億0,157万円 18.2％
25年度 2 8 , 2 1 9 人 83億4,689万円 6億6,604万円 14億7,087万円 17.6％

▼ 職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 1人当たりの給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

26年度 173人 6億3,729万円 1億3,061万円 2億2,626万円 9億9,416万円 575万円
（注）１．職員手当には退職手当を含まない。　　２．給与費は当初予算に計上された額です。

※町長・副町長は給料の減額措置後

▼ 職員の経験年数別・学歴別平均給料
　月額の状況

区　分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一　般
行政職

大学卒 — 305,100円 318,700円

高校卒 — — —

（注）�経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
している場合は、採用後の年数をいうものである。

▼ 職員手当の状況（平成25年度）

（注）�退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職し
た全職種にかかる職員に支給された平均額である。

▼ 特別職の報酬などの状況

区　分 月　額 期末手当の支給割合

給 

料
町　長
副町長

736,000円
637,450円 ６月期　1.40月分

12月期　1.55月分
　計　　2.95月分
加算措置 有

報　

酬

議　長
副議長
議　員

349,000円
293,000円
276,000円

区分 斑　　鳩　　町
期末手当

職制上の段階、職の級などによる加算措置有

その他の加算措置（平成25年４月１日時点）
定年前早期退職特別措置
（適用者は１年につき２％を加算）
１人当たり平均支給額 
　　0,426万円（自己都合退職）
　　2,217万円（勧奨・定年退職）

定年前早期退職特別
措置（適用者は１年
につき２％を加算）
（平成25年４月１日時点）

勤勉手当

自己都合 勧奨・定年

支 給 期

（支給率）

2.60月分 1.35月分計

1.225月分
1.375月分

0.675月分
0.675月分

６月期
12月期

23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

28.79月分
38.96月分
55.86月分
55.86月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

国

斑
鳩
町
と
同
じ

（
平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
）

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退 

職 

手 

当

◯地域手当（25年度普通会計決算）
支 給 対 象 地 域
支　　　給　　　率
支 給 対 象 人 数
国 　 の 　 制 　 度
支給対象職員１人当たり
平 均 支 給 年 額

全　域
３％
全職員
３％
　　

113,570円

◯時間外勤務手当（普通会計決算）
支　給　総　額
職員１人当たり
支　給　年　額
支　給　総　額
職員１人当たり
支　給　年　額

49,976千円

292千円

46,396千円

268千円

24
年
度
25
年
度

◯特殊勤務手当（25年度普通会計決算）

支給対象職員１人
当たり平均支給年額

５

職員全体に占める
手当支給職員の割合

手当の種類（手当数）

1 2 . 1％

162,667円

代表的
な手当
の名称

支給額の
多い手当
多くの職
員に支給
されてい
る手当

ごみ収集処理手当、
犬猫等死体処理手当

ごみ収集処理手当、
犬猫等死体処理手当

◯その他の手当

配偶者
扶養親族

13,000円
6,500円

交通機関利用（最高限度額）
自動車２㎞～５㎞
　　　５㎞～10㎞
　　　10㎞～15㎞

55,000円
2,000円
4,100円
6,500円

借家
持家

27,000円（上限）
2,500円（上限）

区分 内　容（月額）

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

など

（平成26年4月1日現在）

○一般行政職の級別職員数の状況

（注）１　斑鳩町の給与条例にもとづく給料表の級区分による職員数である。
（注）２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

区　　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級
計標準的な職務内容 主事補

技師補
主 事
技 師 主 査 係 長 課長補佐 課長 部長

職　員　数 1 4人 7人 23人 24人 20人 15人 4人 107人
構　成　比 13.1% 6.5% 21.5% 22.4% 18.7% 14.0% 3.7% 100.0%

参
考

１年前の構成比 11.0% 7.3% 22.9% 22.9% 19.3% 12.9% 3.7% 100.0%
５年前の構成比 6.2% 8.0% 21.4% 29.5% 14.3% 17.9% 2.7% 100.0%

（平成26年4月1日現在）

　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、斑鳩町人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例にもとづき、町職員の人事制度全般の状況について公表します。

○採用者数

平成25年度採用 一般事務職 ６人

○退職者数

平成25年度退職 定年退職 ６人
勧奨・その他 ５人

お
知
ら
せ

　
し
ま
す

（平成26年4月1日現在）
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▼ �職員の平均給料・月額平均給与月額
　（平均年齢）と初任給の状況

▼ 部門別職員数の状況と主な増減理由

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成25年 平成26年

一
般
行
政
部
門

議　会 ２ ２ ０

総　務 29 27 －２ 欠員不補充に伴う減員

税　務 10 10 ０

民　生 39 42 ３ 事務増に伴う増員

衛　生 38 37 －１ 退職不補充に伴う減員

農　水 ４ ４ ０

商　工 ２ ２ ０

土　木 16 16 ０

小　計 140 140 ０

特別行政
部　　門

教　育 34 33 －１ 欠員不補充に伴う減員

小　計 34 33 －１

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道 ８ ８ ０

下水道 ６ ６ ０

国　保 ３ ３ ０

介　護 ３ ３ ０

小　計 20 20 ０

合　　計 194 193 －１

（平成26年4月1日現在）

（各年４月１日現在）
（人）

▼ 定員適正化計画の状況
①定員適正化目標
　�　平成22年４月を終期とした集中改革プランに
よる斑鳩町定員適正化数値目標は、一般行政部
門・特別行政部門・公営企業等会計部門の全部
門において、目標値を達成しています。今後は、
必要に応じた行政サービスの提供に向け、時代
に即応した組織機構の編成や適正な人員配置な
どを進めます。

②定員適正化手法の概要
　�　退職者補充などの必要最小限の採用、事務事
業の見直し、民間委託の推進、施設の統廃合、
ＯＡ化などによる事務合理化の推進、職員研修
の強化などにより定員の適正化をはかります。

　ア．定員シーリング方式
　　�　各部門において、毎年度職員数の定員を見

直す。
　イ．サンセット方式
　　�　期限の定められた事業については、事業終

了時の自動的な定員のスクラップを原則とす
る。

　ウ．民間委託等
　　�　施設管理部門などのうち委託化できるもの

については、積極的に委託する。
　エ．組織、機構改革
　　�　行政需要に対応した組織、機構改革を行う

こととする。
　オ．公務能率の向上
　　�　目標を定め、その達成度を示し、公務能率

の向上に努める。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 （各年４月１日現在）
（人）

	 斑鳩町		   国
	 3 1 1 , 6 3 5円	 平均給料月額	 335 , 0 0 0円
	 42 . 2歳	 平均年齢	 43 . 5歳
	 	 （一般行政職）

	 329 , 5 3 8円	 平均給料月額	 287 , 9 9 2円
	 51 . 9歳	 平均年齢	 50 . 1歳
	 	 （技能労務職）

	
172 , 2 0 0円

	 上級職	
172 , 2 0 0円	 	 （大卒）初任給	

	
1 4 0 , 1 0 0円

	 初級職	
140 , 1 0 0円	 	 （高卒）初任給

	
184 , 2 0 0円

	 大卒採用２年	
184 , 2 0 0円	 	 経過日給料額	

	
1 4 8 , 5 0 0円

	 高卒採用２年	
148 , 5 0 0円	 	 経過日給料額

（　）は対前年増減数

23年度 24年度 25年度 26年度 適正化計画
数値目標

計画（目標値）
との増減理由増減 増減 増減 増減

一
般
行
政
部
門

議　会 3 2（-1） 2 2 3 欠員不補充
総　務 28 29（+1） 29 27（-2） 27
税　務 11 11 10（-1） 10 12 事務合理化
民　生 35（-3） 40（+5） 39（-1） 42（+3） 41 事務増
衛　生 39 38（-1） 38 37（-1） 39 民間委託など
農　水 4 4 4 4 4
商　工 2 2 2 2 3 欠員不補充
土　木 17（-1） 16（-1） 16 16 20 事業減
小　計 139（-4）142（+3）140（-2） 140 149

特別行政
部　　門

教　育 35（-3） 36（+1） 34（-2） 33（-1） 40 民間委託など
小　計 35（-3） 36（+1） 34（-2） 33（-1） 40

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道 9 8（-1） 8 8 10 欠員不補充
下水道 6（+1） 6 6 6 6
国　保 4 4 3（-1） 3 4 欠員不補充
介　護 3 3 3 3 4 欠員不補充
その他 － － － － －
小　計 22（+1） 21（-1） 20（-1） 20 24

合　　計 196（-6）199（+3）194（-5） 193（-1） 213

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時的または非常勤職員を除いている。
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（平成25年度）

（平成25年度）

（平成25年度）

勤務条件に関する措置の要求 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

▼ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

▼ 職員の分限および懲戒の状況

② 年次有給休暇の取得状況
総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
7,391日 1,196日 183人 6.5日 16.2％

③ 育児休業の状況
男性 女性

新たに育児休業を取得した者 ０人 １人
前年度から引き続いている者 ０人 ６人

▼ 職員の服務の状況
○職員の営利企業等従事許可の状況

▼ 職員の研修および人事考課の状況

研　修　種　別 講座数 受講者数

一般研修
部課長・課長補佐・係長・
新規採用職員・技能労務職
員研修など

２ ９人

専門研修
メンタルへルス・普通救命・
法学・固定資産税・広報研
修など

18 329人

自主研修
先進地視察・自主研究グル
ープ・斑鳩らしさウオッチ
ング研修・資格取得講座・
通信教育講座など

１ ４人

回　　　　　数 年１回

時　　　　　期 考課基準日……１月１日

対　象　人　数 全職員（休職などで考課期間中の勤
務月数が６か月未満の者を除く）

考 課 の 方 法 本人考課および２段階の複数の上司
による人事考課

▼ 職員の福祉および利益の保護の状況

健康診断の種類 受診者数
定期健康診断 184人

▼ 公平委員会に係る業務に関する状況

▼ 斑鳩町職員人材育成基本方針の概要
　地域のことはその地域の中で自ら決定すべきという趣旨
のもとに、地域の自主性と自立性を高めるための改革が進
められています。このため、引き続き、人材育成について
の重点項目や育成の方法、職員研修計画などを定めた、「斑
鳩町職員人材育成基本方針」にもとづき、町職員の資質向
上と意識改革に努めます。

（平成25年度）

（平成25年度）

（平成25年度）

（平成25年度）

（平成25年）

（平成25年度）

（平成25年度）

処分の種類
処分の具体的事由 降任 免職 休職 降給 計

勤務実績がよくない場
合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

心身の故障の場合 ０人 ０人 ３人 ０人 ３人

職に必要な適格性を欠
く場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職制、定数の改廃、予
算の減少により廃職、
過員を生じた場合

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

② 懲戒処分者数

処分の種類
処分の具体的事由 戒告 減給 停職 免職 計

法令に違反した場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職務上の義務に違反し
た場合 ２人 １人 ０人 ０人 ３人

全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行のあ
った場合

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

１週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00〜
13：00

営利を目的とする私企業を営むことを目的と
する会社、その他役員、顧問、評議員および
当該会社、団体の重要方針決定に参画する上
級職員の地位をかねる場合

０人

自ら営利を目的とする場合 ０人

報酬を得て事業または事務に従事する場合 ０人

斑鳩町の人事行政の運営状況
お知らせします

① 職員の勤務時間について（標準的なもの）

① 分限処分者数

② 人事考課の状況

① 職員研修の実施状況
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西小学校

法隆寺駅

王寺駅

至香芝I.C

三室休日応急
診療所

西公民館

生き生きプラザ

国道25号

国道25号
Ｎ

県西和医療
センター
（旧県立
　三室病院）

三室山

大和川
三室

竜
田
川

県西和医療
センター
（旧県立
　三室病院）

中央公民館

卍吉田寺

中央公民館

卍吉田寺

〒

文

＊�戸籍に関する届出（死亡届など）は休日でも取り扱いします。出生届は生まれた日を含めて14
日以内となっていますが、14日目が12月27日（土）から平成27年１月４日（日）までの間に到来す
る場合は、１月５日（月）に届出することができます。
＊�自動交付機を利用する場合は、あらかじめパゴちゃんカードと暗証番号の登録が必要です。な
お、戸籍証明は休日期間中の発行はできません。
＊犬の引き取りは、年末は12月18日（木）まで、年始は１月５日（月）からです。

☆ところ　稲葉車瀬２－５－18（☎0745�4100）
☆◎印の受付時間・診療科目
　あさ　午前８時30分〜11時30分（内科・小児科・歯科）
　ひる　午後０時30分〜４時30分（内科・小児科・歯科）
　よる　午後５時30分〜８時30分（内科・小児科）
☆�12月28日（○印）は平常診療で、朝の受付時間は、
午前９時30分からです。

☆�三室休日応急診療所のホームページにも掲載して
おりますのでご参照ください。

　ホームページアドレス　http://www.mimuro-oq.jp/

役場・公共施設の業務

三室休日応急診療所

休日応急診療所の案内

12／26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1／1
（祝・木）

２
（金）

３
（土）

４
（日）

５
（月）

戸 籍 事 務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自 動 交 付 機
（住民票、印鑑登録証明書などの交付） ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

その他の役場業務 ○ × × × × × × × × × ○

生き生きプラザ斑鳩 ○ ○ × × × × × × × × ○

保 健 セ ン タ ー ○ × × × × × × × × × ○

上 下 水 道 部 ○ × × × × × × × × × ○

い か る が ホ ー ル ○ ○ × × × × × × × × ○

町 立 図 書 館 ○ ○ × × × × × × × × ○

中央・東・西公民館 ○ ○ × × × × × × × × ○
す こ や か 斑 鳩
スポーツセンター ○ ○ × × × × × × × × ○

斑鳩文化財センター ○ ○ × × × × × × × × ○
ふれあい交流センター
い き い き の 里 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ×

老 人 憩 の 家 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

火  葬  場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
鳩  水  園 

（し尿のくみ取りに関する連絡） ○ × × × × × × × × × ○

（ 戸 籍 に 関 す る 届 出 の 受 付 の み ）

診
療
日

26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1／1
（祝・木）

２
（金）

３
（土）

４
（日）

× × ○ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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ごみの持ち込み
　年末のごみの持ち込みについて、下記のとおり受け付けします。日程により受付場所・時間
が異なりますので、ご注意ください。

日　　程 時　　間 場　　所
12月26日（金）までの平日・
第２土曜日・第４日曜日 午前８時30分～午後３時30分 衛生処理場

12月27日（土） 持ち込みできません
12月28日（日） 午前８時30分～午後３時30分 衛生処理場
12月29日（月） 午前８時30分～午後２時 役場東側駐車場12月30日（火） 午前８時30分～正午

12月31日（水） 午前８時30分～11時
①役場東側駐車場
②三井観光自動車駐車場
③生き生きプラザ斑鳩駐車場

●持ち込みできるごみ・資源物
　可燃ごみ、不燃ごみ、その他プラスチック類、ビン・缶類、ペットボトル、枝葉・草類
　※町指定袋以外のものは受け付けできません。

●注意事項
•粗大ごみの持ち込みは、12月26日（金）まで、通常どおり衛生処理場において受け付けします。
　第４週目の日曜日12月28日（日）も衛生処理場において受け付けします。
・12月29日（月）、30日（火）、31日（水）は、衛生処理場への持ち込みはできません。
・�枝葉・草類を町指定袋に入れずに持ち込む場合は、ごみ積替え施設（最終処分場）へ12月26日
（金）までにお願いします。（10㎏当り40円の手数料が必要です。）
・�12月27日（土）～１月４日（日）までは、ごみ積替え施設（最終処分場）への持ち込みはできま
せん。
・�年末のごみの持ち込みについては、大変混み合いますので、なるべく12月26日（金）までにお
持ち込みください。ご協力をよろしくお願いします。

年末臨時持ち込み場所

持ち込み場所
持ち込み

場所

持ち込み
場所

生き生き
プラザ斑鳩

〈役場東側駐車場〉
12月29日（月）
　　（午前₈時30分〜午後₂時）

12月30日（火）
　　（午前₈時30分〜正午）

12月31日（水）
　　（午前₈時30分〜11時）

〈三井観光自動車駐車場〉
12月31日（水）のみ（午前8時30分〜11時）

〈生き生きプラザ斑鳩駐車場〉
12月31日（水）のみ（午前8時30分〜11時）
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ごみ・資源物の収集

※①�　東地区のその他プラスチック類は、12月29日（月）に臨時収集します。１月１日（祝・木）
は収集しません。

※②�　西地区のその他プラスチック類は、12月30日（火）に臨時収集します。１月２日（金）は
収集しません。

※③�　生ごみ分別収集（モデル世帯）は、公共施設、年末年始のお知らせを確認してください。
×印の日の収集はありません。

※④�　粗大ごみ（軒先収集）の予約と収集
　　　予約場所…町粗大ごみ処理予約事務所（☎０７４５�３６６３）
　　　予約受付時間…12月26日（金）まで（午前８時30分～午後５時）
　　　収集時間…12月26日（金）まで（午前８時30分～午後３時）
　　　　　　　　12月28日（日）（午前８時30分～11時）
　　　�予約については年末年始に集中しますので、なるべく早めにご予約ください。予約の状

況により希望の日に収集できないこともありますが、ご了承ください。

水道修理当番表

注意事項

★年末年始の水道管破損・屋内での修理は、下表の当番業者で受け付けます。
　（記載している電話番号の市外局番はすべて 0745 です）

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

種類 地区 12/23
（祝・火）

24
（水）

25
（木）

26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

12/31㈬
～1/4㈰

５
（月）

６
（火）

７
（水）

可燃ごみ

火・金曜日
収 集 地 区 ○ × × ○ × × × ○

収

集

は

あ

り

ま

せ

ん

× ○ ×

月・木曜日
収 集 地 区 × × ○ × × × ○ × ○ × ×

不燃ごみ
東 地 区 × × × × × × × × ○

（Ａ地区） × ×

西 地 区 ○
（Ｈ地区） × × × × × × × × ○

（Ｅ地区） ×

枝 葉・
草 類

月 曜 日
収集 地 区 × × × × × × ○ × ○ × ×

火 曜 日
収集 地 区 ○ × × × × × × ○ × ○ ×

ビン・缶
類、ペッ
トボトル

東 地 区 × × × × × × × × × × ○

西 地 区 × ○ × × × × × × × × ×

そ の 他
プ ラ ス
チック類

東 地 区 × × ○ × × × ○
（※①） × × × ×

西 地 区 × × × ○ × × × ○
（※②） × × ×

生ごみ分別収集
（モデル自治会） 全 地 区 ○ × × ○ × × × ○ × ○ ×

有害・危
険なごみ 全 地 区 × × × × × × × × × × ×

粗大ごみ
（※④）

予 約 × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

収 集 × ○ ○ ○ × ○
（午前11時まで） × × ○ ○ ○

12/27（土） 12/28（日） 12/29（月） 30（火） 31（水） 27年1/1（祝・木） 1/2（金） 1/3（土） 1/4（日）

午前８時30分
～午後５時

西部水道協同組合
サービスセンター
☎�5405 ㈱森下ガスセンター

☎�2027

西部水道協同組合
サービスセンター
☎�5405 勝間設備工業㈱

☎�0208
㈱松本工業所
☎�0871

㈲オギウエ
☎�6374

㈱松本工業所
☎�0871午後５時～

翌朝８時30分
勝間設備工業㈱
☎�0208

㈱森下ガスセンター
☎�2027

㈱山下設備
☎�2789

トミイ工業㈱
☎�2456



0

150億円

180億円

120億円

90億円

60億円

30億円

財政融資資金

市中銀行

奈 良 県

77億3,312万円

27億9,834万円

57億1,161万円

13億7,809万円
2億3,603万円

5,148万円

地方公共団体
金融機構資金

旧簡易生命
保 険 資 金

旧郵便貯金
資　　　金

13億7,809万円

27億9,834万円

77億3,312万円
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　みなさんが納めた税金や国・県から交付されるお金が1年でどれくらい入り、
また、どんな事業に使われたのかという財政状況を、毎年2回に分けてお知ら
せしています。今回は平成26年９月30日現在の財政状況をお知らせします。

－ 平成26年度上半期 －

土　　　地	 354,436㎡
建　　　物	 92,657㎡

財産の状況
有 価 証 券	 104万円
基　　　金	 29億2,157万円
一時借入金	 0万円

町債（借入金）の残高
　一般会計	 96億2,731万円
　特別会計	 82億8,136万円
　合　　計	 179億0,867万円

特別会計の予算の執行状況

企画財政課（☎内線253）

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 38億3,200万円 11億8,200万円 19億6,900万円

大 字 龍 田 財 産 区 300万円 300万円 0万円

公 共 下 水 道 事 業 13億9,000万円 3,800万円 4億0,700万円

介 護 保 険 事 業 22億2,900万円 8億3,200万円 8億4,700万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億5,300万円 1億2,700万円 1億2,500万円

合　　　計 78億0,700万円 21億8,200万円 33億4,800万円

町の財政状況をお知らせします

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況

予算現額
90億2,800万円

歳入

収入済額
48億0,700万円

予算現額
90億2,800万円

歳出

支出済額
30億9,800万円

総務費

民生費

土木費

教育費

公債費

衛生費

消防費

その他

町　税

国・県
支出金

町　債

その他

使用料および
手　数　料

地方消費税
交　付　金

繰越金

地　方
交付税

28億9,900万円
16億5,000万円

予算現額

支出済額

予算現額
10億8,800万円
1億4,800万円

9億7,700万円
4億0,900万円

30億0,800万円
10億0,400万円

9億4,500万円
4億8,100万円

9億7,300万円
3億3,900万円

9億5,100万円
3億9,800万円

3億6,600万円
1億7,700万円

7億2,000万円
1億4,200万円

23億9,300万円
15億2,900万円

14億9,700万円
4億7,800万円

7億7,000万円
7億7,000万円

5億9,900万円
0万円

2億2,900万円
1億2,300万円

2億2,400万円
1億1,200万円

4億1,700万円
1億4,500万円

収入済額

※予算現額には、前年度繰越分1億6,300万円を含みます。
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■ 経理状況
イ．損益計算書【平成26年４月１日〜平成26年９月30日】	（消費税抜き）

ロ．貸借対照表【平成26年９月30日現在】	 （消費税抜き）

̶ 平成26年度上半期
　（平成26年4月1日～9月30日）̶

水道事業会計の
業 務 状 況
水道事業会計の
業 務 状 況
水道事業会計の
業 務 状 況

上水道課（☎0745 �1401）

借　　方 貸　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 34,341万円 〔1〕水道事業収益 35,602万円

⑴営業費用 32,442万円 ⑴営業収益 31,809万円

イ．原水及び浄水費 17,584万円 イ．給水収益 30,915万円

ロ．配水及び給水費 2,217万円 ロ．受託工事収益 76万円

ハ．受託工事費 71万円 ハ．その他の営業収益 818万円

ニ．総係費 3,135万円

ホ．減価償却費 9,180万円

ヘ．資産減耗費 255万円

⑵営業外費用 1,434万円 ⑵営業外収益 3,793万円

⑶特別損失 465万円

〔2〕前期純利益 1,261万円

合　　計 35,602万円 合　　計 35,602万円

借　　方 貸　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）

〔1〕固定資産 521,184万円〔3〕固定負債 133,191万円

⑴企 業 債 等 132,061万円

⑴有形固定資産 520,664万円 ⑵引　当　金 1,130万円

イ．土　　地 43,799万円〔4〕 流 動 負 債 23,639万円

ロ．償却資産 930,218万円 ⑴企 業 債 等 4,463万円

ハ．減価償却累計額 △453,353万円 ⑵未　 払 　金 15,908万円

⑵無形固定資産 444万円 ⑶前 　受 　金 26万円

⑶投　　　資 76万円 ⑷預　 り　 金 947万円

⑸借受消費税 2,295万円

〔5〕 長期前受金 211,916万円

（資本の部）

〔2〕流動資産 44,093万円〔6〕資本金 78,091万円

⑴現 金 預 金 30,473万円 ⑴自己資本金 78,091万円

⑵未　収　金 11,056万円〔７〕剰余金 118,440万円

⑶貯　蔵　品 488万円 ⑴資本剰余金 11,648万円

⑷前　払　金 2,076万円 ⑵利益剰余金 106,792万円

　（うち前期純利益） 1,261万円

合　　計 565,277万円 合　　計 565,277万円

■ 事業の概要
イ．配水量に関する事項	 （　）は前年度

ロ．給水戸数および給水人口に関する事項

ハ．受託工事・給水工事に関する事項	 （　）は前年度

区分
種別 前期実績水量 １日平均

水　　量 備　　考

揚水量 （527,336㎥）
503,099㎥

（2,882㎥）
2,749㎥

県水受水量
（1,039,429㎥）
1,035,529㎥

配水量 （1,552,047㎥）
1,526,780㎥

（8,481㎥）
8,343㎥

区分
種別

平成26年
₉月30日現在

平成26年
₃月３１日現在 増　減 増加率

給水戸数 10,652戸 10,613戸 39戸 0.4%

給水人口 28,318人 28,375人 △57人 △0.2%

工事種別 取扱件数 工事種別 取扱件数

新設給水工事 （59件）
69件 給配水管修理工事 （142件）

163件

配水管布設工事 （₂件）
₀件 消火栓新設工事 （₀件）

₀件

量水器取替工事 （668件）
638件



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 月　日 受付時間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による）12月15日㈪ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談
栄 養 相 談

（栄養士による）
12月18日㈭・22日㈪
１月９日㈮・15日㈭

10：00～12：00
13：30～16：30

各日
３人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆検診結果は約１か月後に受診者全員に郵送します。

事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項
大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

12月17日㈬
今年度最終です

₉：00～
　11：00 35歳以上 ○�採便容器は事前に保健センターで

購入してください。（容器代300円）

平成26年６月に対象となる人に郵送しました子宮がん・乳がん検診の無料クーポン券の期限は、
平成27年２月28日（土）までです。
個別検診のみ受診できますが、医療機関が混雑し、期限内に予約が取れないことがありますので、
まだの人は早めに受診券を利用して受診しましょう。
★受診券・健康手帳は、保健センターで発行しています。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
中
毒
や
感
染
性

胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、
年
間
を
通

じ
て
発
生
し
ま
す
が
、
冬
場
（
11
月
～
３

月
）
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
、
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
正
し
い
対
策
を
行
い
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
す
る
に
は
？

●�

予
防
の
基
本
は
手
洗
い
で
す
。
ト
イ
レ

の
後
、
調
理
の
前
、
食
事
を
す
る
前
な

ど
は
、
石
け
ん
な
ど
を
使
っ
て
、
て
い

ね
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
85
～
90
℃
90
秒
間
の

加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。
食
品
（
特
に
二

枚
貝
）
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●�

ま
な
板
な
ど
の
調
理
器
具
類
は
、
熱
湯

ま
た
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
）
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

●�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の
お
う

吐
物
や
ふ
ん
便
を
処
理
す
る
場
合
は
、

手
袋
・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
し
て

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
し
、
処
理
す
る

人
が
感
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

エ
イ
ズ
の
予
防
や
検
査
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
き
は

（
財
）
エ
イ
ズ
予
防
財
団

　
　
（
☎
０
１
２
０‒

１
７
７‒

８
１
２
）

　

月
～
金　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

　
　
（
年
末
年
始
お
よ
び
祝
祭
日
を
除
く
）

エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト

　

http://api-net.jfap.or.jp/

12
月
１
日
は

　
　
　
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

今
年
の
テ
ー
マ

「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　
Ｉ
Ｓ

　
　
Ｎ
Ｏ
Ｔ　
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

　
～
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
～
」

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
か
ら
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
は

約
10
年
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
感
染
し
て

い
て
も
自
分
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る

こ
と
を
気
づ
か
な
い
感
染
者
が
相
当
数
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
感
染
予
防
意
識
の

向
上
や
エ
イ
ズ
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の

解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
も
っ
と

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

平成26年６月に対象となる人に郵送しました大腸がん検診の無料クーポン券の期限は、
12月17日（水）までです。ぜひ受診しましょう。



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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事　業　名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

パ パ マ マ
スクール　サロン 12月15日㈪ 9：45～

　10：00 妊娠中の人
〇助産師さんに聞いてみよう
「こんなことって大丈夫？」
申込：12月12日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 12月17日㈬ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：12月16日（火）まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 1月8日㈭ 9：30～

　11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：12月8日（月）から1月7日（水）まで
先着80人

2歳6か月児健診
（歯科） 1月15日㈭ 12：45～

　13：15 Ｈ24年4・5月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

☆詳しくは保健センターへお問い合わせください。

　１０月１日から水痘ワクチンの予防接種が定期接種になりました。
　対象者には個人通知でお知らせしていますが、子どもの生年月日によっては、接種できる期
間が短くなる場合がありますので、体調にあわせて早めに接種しましょう。

対象年齢：生後１２か月～３６か月に至るまで
　　　　　※次に該当する人は対象外となります。
　　　　　　　①すでに水痘にかかった人
　　　　　　　②すでに合計２回の水痘ワクチンを接種した人
接種回数：２回
　　　　　標準的な接種時期　
　　　　　　◆初回接種（１回目）：生後１２か月～１５か月に至るまでに１回接種
　　　　　　◆追加接種（２回目）：初回接種後、６か月～１２か月の間隔をあけて１回接種
接種費用：無料
受け方：◇事前に委託医療機関に予約して受けましょう
　　　　◇接種の際には必ず予診票・母子健康手帳をお持ちください
　　　　　※予診票は町内委託医療機関または保健センターにあります。
町内委託医療機関：植田医院・川本医院・坂本医院・新谷レディースクリニック・吉岡医院
　　　　　※�町外で接種を希望される人は、手続きが必要な場合がありますので保健センター

にお問い合わせください。

接種日に生後36か月～60か月に至るまでの人は、平成27年３月31日（火）までの
間に限り１回接種できます。ただし、すでに水痘ワクチンを接種したことがある人、
または水痘にかかったことがある人は定期接種の対象となりません。

【経過措置】

水痘（みずぼうそう）予防接種のお知らせ



12月号
平成26年12月1日発行

（通巻591号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₃₁₈人
　　（前月比　±₀）
　　男₁₃,₄₂₄人
　　女₁₄,₈₉₄人

　 　₁₁,₂₇₂世帯
　　（前月比　＋₅）
（平成26年10月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　地球温暖化防止は、一人ひとりの行
動や取り組みが大切であることを実感
しました。
　早いもので、今年もあと１か月とな
りました。みなさん、やり残したこと
はないでしょうか。12月は、何かと
忙しい時期ですが、体調には十分気を
つけて、今年を締めくくりましょう。

　み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●
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予
約
で
き
る
資
料

・
貸
出
中
の
本
、
雑
誌

・
町
内
の
他
の
館
に
あ
る
資
料

＊�

参
考
図
書
コ
ー
ナ
ー
・
聖
徳
太

子
歴
史
資
料
室
に
あ
る
本
は
予

約
で
き
ま
せ
ん
。

＊�

雑
誌
の
最
新
号
の
予
約
は
で
き

ま
す
が
（
カ
ウ
ン
タ
ー
窓
口
、

電
話
の
み
）、
貸
出
は
次
の
号

が
図
書
館
に
入
っ
て
か
ら
と
な

り
ま
す
。

予
約
で
き
る
冊
数

　

�

受
付
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
１

枚
の
利
用
カ
ー
ド
に
つ
き
合
計

８
冊
ま
で

受
付
方
法

・
カ
ウ
ン
タ
ー
窓
口
、
電
話

・�

利
用
者
用
端
末
、
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録

が
必
要
で
す
）

＊�

詳
し
く
は
図
書
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

︱ 

お
は
な
し
会
・
読
み
き
か
せ 
︱

町
立
図
書
館

　

12
月
10
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

12
月
20
日（
土
）
午
後
３
時
～

中
央
公
民
館
図
書
室

　

12
月
９
日（
火
）
午
前
11
時
～

年
末
年
始
の
お
休
み
・

　
本
の
貸
出
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
休
館
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

町
立
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室

　

12
月
28
日（
日
）か
ら
１
月
４
日

（
日
）ま
で
。

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
室
に
と

も
な
い
、
12
月
14
日（
日
）か
ら
27

日（
土
）ま
で
、
12
冊
４
週
間
の
貸

出
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
休
館

中
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

本
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
探
し
の
本
が
貸
出
中
の
時
や

町
内
の
他
の
館
に
あ
る
と
き
は
、

予
約
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

本
が
返
却
さ
れ
、
貸
出
準
備
が

完
了
し
し
だ
い
、
電
話
も
し
く
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対�

象　
町
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

人

　

４
コ
マ
漫
画
で
子
ど
も
も
一
緒

に
読
め
る
防
災
本
。
家
族
が
別
々

に
い
る
時
、
家
の
外
で
被
災
し
た

時
ど
う
す
る
か
。
ト
イ
レ
は
？
水

は
？
普
段
か
ら
、
ど
ん
な
食
料
を

保
管
し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
限
ら

れ
た
食
材
で
ど
ん
な
工
夫
が
で
き

る
か
な
ど
、
自
然
災
害
に
備
え
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
必
要
な
「
自

分
で
考
え
て
、
行
動
す
る
力
」
が

身
に
付
き
ま
す
。

草
野　

か
お
る　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・　

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

『
お
か
あ
さ
ん
と
子
ど
も
の

た
め
の
防
災
＆
非
常
時

ご
は
ん
ブ
ッ
ク
』

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�温室効果ガスの排出（地球温暖化）
が今のまま続くと、今世紀末の世
界の平均気温は、現在に比べ何度上昇するでしょう？

　　　　〈12月11日㈭必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　11月号のクイズの答　アクセサリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数２１）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

お
知
ら
せ

図
書
館
豆
知
識

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


